
東京都千代田区丸の内１－８－２　鉃鋼ビルディング

受益者のみなさまへ
毎々、格別のご愛顧にあずかり厚くお礼申し

上げます。
さて、「東京海上・ 円資産バランスファンド

（年1回決算型）＜愛称 円奏会（年1回決算型）＞」
は、このたび、第9期の決算を行いました。
当ファンドは、国内の複数の資産（債券・ 株

式・REIT）を実質的な主要投資対象として分
散投資し、信託財産の着実な成長と安定した収
益の確保を目指して運用を行います。当期につ
いても、この方針に基づき運用を行いました。
ここに、当期の運用経過等についてご報告申

し上げます。
今後とも一層のお引き立てを賜りますよう、

お願い申し上げます。

第9期末（2023年7月24日）
基 準 価 額 10,635円
純 資 産 総 額 186,804百万円

第9期
騰 落 率 △ 1.7％
分配金（税込み）合計 0円

（注）騰落率は分配金（税込み）を分配時に再投資したものとみなし
て計算したものです。

東京海上・円資産バランスファンド（年1回決算型） 
＜愛称 円奏会（年1回決算型）＞

追加型投信／国内／資産複合

交付運用報告書
   第9期（決算日2023年7月24日）

作成対象期間（2022年7月26日～2023年7月24日）

＜照会先＞
●ホームページ
https://www.tokiomarineam.co.jp/
●サービスデスク
0120－712－016　受付時間：営業日の９時～17時

○�交付運用報告書は、運用報告書に記載すべき事項のうち
重要なものを記載した書面です。その他の内容について
は、運用報告書（全体版）に記載しています。

○�当ファンドは、投資信託約款において運用報告書（全体版）
に記載すべき事項を、電磁的方法によりご提供する旨を
定めています。運用報告書（全体版）は、東京海上アセッ
トマネジメントのホームページにて閲覧・ダウンロード
いただけます。

○�運用報告書（全体版）は、受益者の方からのご請求によ
り交付されます。交付をご請求される方は、販売会社ま
でお問い合わせください。

＜運用報告書（全体版）の閲覧・ダウンロード方法＞
右記の＜照会先＞ホームページにアクセス
⇒「基準価額一覧」等から対象ファンドを選択
⇒「運用報告書」ボタンを選択
⇒「運用報告書」ページから閲覧・ダウンロード
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【本資料の表記について】
原則、各表・グラフの金額の単位未満は切り捨て、比率は四捨五入で表記していますので、個々の数字の合計
が合計欄の値と一致しない場合があります。

運用経過

期中の基準価額等の推移 � （2022年7月26日～2023年7月24日）

純資産総額（右軸）基準価額（左軸） 分配金再投資基準価額（左軸）

（円） （百万円）
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期 首：10,822円
期 末：10,635円（既払分配金（税込み）：0円）
騰落率：△ 1.7％（分配金再投資ベース）

（注）分配金再投資基準価額は、分配金（税込み）を分配時に再投資したものとみなして計算したもので、ファンド運用の実質的なパフォーマンス
を示すものです。

（注）分配金を再投資するかどうかについてはお客様がご利用のコースにより異なります。また、ファンドの購入価額により課税条件も異なります。
したがって、お客様の損益の状況を示すものではありません。

（注）分配金再投資基準価額は、期首（2022年7月25日）の値が基準価額と同一となるように指数化しています。

○基準価額の主な変動要因
プラス要因
【日本債券・日本株式】
・�日銀が金融政策の現状維持を継続したこと
【日本株式】
・�2023年度の企業業績見通しが底堅い内容となったこと
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マイナス要因
【日本債券・日本株式・日本REIT】
・�日銀がYCC（イールドカーブ・コントロール）政策の変動幅を±0.25％程度から±0.5％程度に拡大し
たこと

【日本株式・日本REIT】
・�FRB（米連邦準備制度理事会）による金融引き締め強化に対する懸念が高まったこと

1万口当たりの費用明細 � （2022年7月26日～2023年7月24日）

項 目
当 期

項 目 の 概 要
金 額 比 率

円 ％

（a） 信託報酬 98 0.921 （a）  信託報酬＝期中の平均基準価額×信託報酬率

（投信会社） （ 48） （0.450） ＊委託した資金の運用、基準価額の計算、目論見書作成
等の対価

（販売会社） （ 48） （0.450） ＊購入後の情報提供、運用報告書等各種書類の送付、口
座内でのファンドの管理および事務手続き等の対価

（受託会社） （  2） （0.022） ＊運用財産の保管・管理、委託会社からの指図の実行の
対価

（b） 売買委託手数料 2 0.021 （b）  売買委託手数料＝期中の売買委託手数料÷期中の平
均受益権口数

＊売買委託手数料は、有価証券等の売買の際、売買仲介
人に支払う手数料

（株 　 式） （  0） （0.000）

（投資信託証券） （  2） （0.021）

（c） その他費用 0 0.000 （c）  その他費用＝期中のその他費用÷期中の平均受益権
口数

（監査費用） （  0） （0.000） ＊監査費用は、監査法人に支払うファンドの監査に係る
費用

合 計 100 0.942
期中の平均基準価額は、10,603円です。

（注）期中の費用（消費税等のかかるものは消費税等を含む）は、追加・解約により受益権口数に変動があるため、簡便法により算出した結果です。
（注）消費税は報告日の税率を採用しています。
（注）各金額は項目ごとに円未満を四捨五入しています。
（注）売買委託手数料およびその他費用は、当ファンドが組み入れている親投資信託が支払った金額のうち、当ファンドに対応するものを含みます。
（注）各比率は１万口当たりのそれぞれの費用金額（円未満の端数を含む）を期中の平均基準価額で除して100を乗じたものです。
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（参考情報）
◯総経費率
当期中の運用・管理にかかった費用の総額（原則として、募集手数料、売買委託手数料および有

価証券取引税を除く。）を期中の平均受益権口数に期中の平均基準価額（１口当たり）を乗じた数
で除した総経費率（年率）は0.92％です。

総経費率
0.92％

当ファンド
0.92％
当ファンド
0.92％

運用管理費用
（投信会社）
0.45％

運用管理費用
（投信会社）
0.45％運用管理費用

（販売会社）
0.45％

運用管理費用
（販売会社）
0.45％

運用管理費用
（受託会社）
0.02％

その他費用
0.00％

（注）当ファンドの費用は１万口当たりの費用明細において用いた簡便法により算出したものです。
（注）各費用は、原則として、募集手数料、売買委託手数料および有価証券取引税を含みません。
（注）各比率は、年率換算した値です。
（注）当ファンドの費用は、親投資信託が支払った費用を含みます。
（注）上記の前提条件で算出したものです。このため、これらの値はあくまでも参考であり、実際に発生した費用の比率とは異なります。
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最近5年間の基準価額等の推移 � （2018年7月24日～2023年7月24日）

純資産総額（右軸）基準価額（左軸） 分配金再投資基準価額（左軸）

（円） （百万円）
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（注）分配金再投資基準価額は、分配金（税込み）を分配時に再投資したものとみなして計算したもので、ファンド運用の実質的なパフォーマンス
を示すものです。

（注）分配金を再投資するかどうかについてはお客様がご利用のコースにより異なります。また、ファンドの購入価額により課税条件も異なります。
したがって、お客様の損益の状況を示すものではありません。

（注）分配金再投資基準価額は、2018年7月23日の値が基準価額と同一となるように指数化しています。

2018年7月23日 2019年7月23日 2020年7月27日 2021年7月26日 2022年7月25日 2023年7月24日
決算日 決算日 決算日 決算日 決算日 決算日

基準価額 （円） 11,035 11,305 10,734 11,183 10,822 10,635
期間分配金合計（税込み） （円） － 0 0 0 0 0
分配金再投資基準価額騰落率（％） － 2.4 △ 5.1 4.2 △ 3.2 △ 1.7
純資産総額 （百万円） 79,068 193,084 288,504 268,514 228,340 186,804
（注）騰落率は１年前の決算応当日との比較です。

当ファンドにベンチマークはなく、また当ファンドの運用方針に対して適切に比較できる指数もないため、ベ
ンチマーク、参考指数を記載していません。
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投資環境 � （2022年7月26日～2023年7月24日）

【日本債券市場】
期初、10年国債利回りは0.20％から0.25％程度の水準で
推移しました。2022年12月後半に日銀が10年国債利回り
の変動許容幅を拡大したことを受けて10年国債利回りは一
時0.50％程度まで上昇したものの、2023年１月および3月
の金融政策決定会合で日銀が金融政策の現状維持を決定し
たことや、欧米で金融システム不安が広がったことなどを
受け、3月下旬にかけて0.25％程度に低下しました。その
後は国債入札への警戒感から10年国債利回りは0.5％近辺
まで上昇しましたが、4月および6月の金融政策決定会合
で金融政策の現状維持が決定されたことなどから、0.35％
から0.45％程度の水準で推移しました。6月下旬以降は日
銀によるYCC政策修正への思惑のなか、10年国債利回り
は0.46％程度で当期を終えました。
社債の信用スプレッド（国債に対する上乗せ利回り）は、ベースとなる国債利回り上昇への警戒感の
なか、2023年4月にかけて拡大したものの、その後は金融政策の現状維持決定を受けて買い安心感が広
がり需給が改善したことなどから、縮小しました。
【日本株式市場】
期前半、FRBによる金融引き締め強化に対する懸念が高
まるなか、日本株式市場は下落しましたが、その後は米国
CPI（消費者物価指数）が事前予想を下回ったことを受けて、
上昇に転じました。しかし、日銀が10年国債利回りの変動
許容幅を拡大したことが金融緩和政策の転換と受け止めら
れ、日本株式市場は再び下落しました。期後半に入ると、
米国のインフレ状況に対して楽観的な見方が広がったこと
や、日銀が金融政策を現状維持としたことなどを受けて、
日本株式市場は上昇し、その後も、植田日銀新総裁が金融
緩和政策の維持が適当との見解を示したことや、2023年度
の企業業績見通しが底堅い内容となったことなどから、
TOPIXがバブル崩壊後の高値を更新するなど、上昇基調
となりました。期末にかけても、FRBの一部理事が2023年6月のFOMC（米連邦公開市場委員会）で利
上げを一旦停止する可能性を示唆したことが好感され、日本株式市場は高値圏が継続しました。
【日本REIT市場】
期初から2022年12月初旬にかけては、米国の金融引き
締め強化や景気後退リスクが嫌気されて日本REIT市場は
一時下落する局面があったものの、米国の利上げに対する
過度な懸念が和らいだことで底堅い相場展開を維持しまし
た。12月中旬以降、日銀の金融政策の一部修正で長期金利
が上昇したため日本REIT市場は急落し、その後しばらく
軟調な展開が続きました。2023年3月中旬に、米国での地
方銀行の破綻を受け金融システム不安が高まったことから
下落しましたが、金融システム不安の後退とともに反発上
昇しました。期末にかけては、日銀の金融政策の修正リス
クが警戒され、日本REIT市場はおおむね横ばいの推移と
なりましたが、前期末比では下落しました。
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ポートフォリオについて � （2022年7月26日～2023年7月24日）

＜東京海上・円資産バランスファンド（年1回決算型）＞
マザーファンドへの投資を通じて、日本債券70％、日本
株式15％、日本REIT15％の資産配分比率を基本としますが、
基準価額の変動リスクが大きくなった場合は、日本株式と
日本REITの資産配分比率を引き下げて運用を行います。
期初は、日本株式と日本REITの資産配分比率はそれぞ
れ９％程度で運用を開始しました。期中はリスクが下がっ
た局面ではリスク資産のウェイトを引き上げるなど機動的
に対応し、期末での日本株式と日本REITの資産配分比率
はそれぞれ15％程度となりました。
以上の運用の結果、当ファンドの基準価額は、1.7％下落
しました。

各資産の運用は、「東京海上・円建て投資適格債券マザー
ファンド」「東京海上・高配当低ボラティリティ日本株マ
ザーファンド」「ＴＭＡ日本ＲＥＩＴマザーファンド」にて行っています。
各マザーファンドにおける当期の運用経過は以下の通りです。

※各マザーファンドは2022年7月25日を10,000円として指数化したものです。
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短期金融資産など
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東京海上・高配当低ボラティリティ日本株マザーファンド
東京海上・円建て投資適格債券マザーファンド

※比率は、純資産総額（一部の未払金の計上を除く）に占める
割合です。
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＜東京海上・円建て投資適格債券マザーファンド＞
ポートフォリオ利回りの維持・向上に配慮しながら、社債（金融機関劣後債、生保基金債等を含む）
を中心とした投資を行いました。銘柄選択にあたっては、個別企業の信用リスクが変動した際の影響を
可能な限り回避するよう銘柄分散を図るとともに、信用力に応じた残存年限を選択しました。なお、期
末におけるポートフォリオの平均残存期間は10年程度、平均格付は「AA-」で変化はありません。
以上の運用の結果、当期はベースとなる国債利回りが上昇したことから、基準価額は1.2％下落しました。

＜東京海上・高配当低ボラティリティ日本株マザーファンド＞
ポートフォリオ全体の配当利回りを高めつつ、価格変動リスクがTOPIX（東証株価指数）に比べて低
くなるようなポートフォリオを構築しました。
以上の運用の結果、当期の基準価額は9.8％上昇しましたが、当マザーファンドで多く保有する中小型
銘柄のパフォーマンスが相対的に劣後したことや、価格変動リスクの低い銘柄を多く保有していたこと
がマイナスに影響したため、参考指数であるTOPIX（配当込み）の騰落率を下回りました。なお、価格
変動リスクはTOPIXと比較して低い水準を維持しました。

＜ＴＭＡ日本ＲＥＩＴマザーファンド＞
市場流動性（流動性基準）とスポンサー企業の信用力や財務健全性（信用リスク基準）に基づいて絞
り込んだ日本REITの銘柄を対象として、時価加重比率と売買金額加重比率を合成したポートフォリオを
構築し、組入比率を高位に維持して運用を行いました。
以上の運用の結果、当期は日本REIT市場全体の下落を受けて基準価額は2.4％下落し、参考指数であ
る東証REIT指数（配当込み）並みのパフォーマンスとなりました。

当ファンドのベンチマークとの差異 � （2022年7月26日～2023年7月24日）

当ファンドは運用の目標となるベンチマークを設けていません。
また、当ファンドの運用方針に対して適切に比較できる参考指数もないため、記載する事項はありま
せん。
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分配金 � （2022年7月26日～2023年7月24日）

当期においては、運用の効率性などを勘案して、収益分配を行わないこととしました。収益分配に充
てなかった収益については信託財産内に留保し、当ファンドの運用方針に基づいて運用を行います。
○分配原資の内訳
 （単位：円、1万口当たり、税込み）

項 目
第9期

2022年7月26日～
2023年7月24日

当期分配金 －
（対基準価額比率） －％

当期の収益 －
当期の収益以外 －

翌期繰越分配対象額 692
（注）対基準価額比率は当期分配金（税込み）の期末基準価額（分配金込み）に対する比率であり、ファンドの収益率とは異なります。
（注）当期の収益、当期の収益以外は小数点以下切捨てで算出しているため合計が当期分配金と一致しない場合があります。

今後の運用方針

＜東京海上・円資産バランスファンド（年1回決算型）＞
マザーファンドへの投資を通じて、日本債券70％、日本株式15％、日本REIT15％の資産配分比率を基
本とし、信託財産の着実な成長と安定した収益の確保を目指して運用を行います。
今後も基準価額変動リスクの変化に合わせて日本株式と日本REITの資産配分比率をコントロールする
方針です。

各マザーファンドにおける今後の運用方針は以下の通りです。

＜東京海上・円建て投資適格債券マザーファンド＞
引き続き個別企業の信用力分析を重視し、相対的に信用力が高いと考える銘柄でポートフォリオを構
築します。また、残存期間と銘柄の分散ならびに流動性の確保に留意しながら、安定運用を行う方針です。

＜東京海上・高配当低ボラティリティ日本株マザーファンド＞
今後も日本の株式を主要投資対象とし、流動性や信用リスクなどを勘案して選定した銘柄に投資します。
ポートフォリオ全体の配当利回りを高める戦略と価格変動リスクを低く抑える戦略を組み合わせること
で、ポートフォリオ全体の価格変動リスクをTOPIXの価格変動リスクより低く抑えながら、中長期的に
TOPIXと同程度のリターンを目指します。

＜ＴＭＡ日本ＲＥＩＴマザーファンド＞
今後も日本REITの市場流動性とスポンサー企業の信用力や財務健全性に基づいて絞り込んだ銘柄を対
象として、時価加重比率と売買金額加重比率を合成したポートフォリオを構築し、中長期的に日本REIT
市場全体の動きをおおむね捉える運用を機動的に行う方針です。
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お知らせ
該当事項はありません。

当ファンドの概要

商 品 分 類 追加型投信／国内／資産複合
（課税上は株式投資信託として取扱われます。）

信 託 期 間 無期限（2014年11月10日設定）
運 用 方 針 信託財産の着実な成長と安定した収益の確保を目指して運用を行います。

主 要 投 資 対 象

東 京 海 上・円 資 産�
バ ラ ン ス フ ァ ン ド�
（ 年 １ 回 決 算 型 ）

「東京海上・円建て投資適格債券マザーファンド」、「東京海上・高配当低ボラティリティ
日本株マザーファンド」、「ＴＭＡ日本ＲＥＩＴマザーファンド」を主要投資対象とします。

東 京 海 上・円 建 て�
投 資 適 格 債 券�
マ ザ ー フ ァ ン ド

わが国の法人が発行する円建ての社債（金融機関劣後債、生保基金債等を含みます。）
を主要投資対象とします。

東 京 海 上・高 配 当�
低 ボ ラ テ ィ リ テ ィ�
日本株マザーファンド

わが国の株式を主要投資対象とします。

ＴＭＡ日本ＲＥＩＴ�
マ ザ ー フ ァ ン ド わが国の不動産投資信託証券（J-REIT）を主要投資対象とします。

運 用 方 法

主として、マザーファンド受益証券の投資を通じて、国内の複数の資産（債券、株式、REIT）に分散投資します。
各資産への配分比率は債券70％、株式15％、REIT15％を基本としますが、当ファンドの基準価額の変動リスク
が大きくなった場合には、その変動リスクを一定の水準に抑制することを目標として、株式とREITの資産配分
比率をそれぞれ引き下げ、短期金融資産等を組み入れます。

分 配 方 針

毎決算時に、原則として、経費控除後の繰越分を含めた配当等収益および売買益（評価益を含みます。）等から、
基準価額の水準、市況動向等を勘案して分配を行う方針です。ただし、分配対象額が少額の場合等には、収益分
配を行わないことがあります。
収益の分配に充当せず、信託財産内に留保した利益については、運用の基本方針に基づいて運用を行います。
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（参考情報）

○当ファンドと代表的な資産クラスとの騰落率の比較

最大値（当ファンド） 最大値 最小値（当ファンド） 最小値 平均値

（％）
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-20

0

20

40

60

80

100

当ファンド 日本株 先進国株 新興国株 日本国債 先進国債 新興国債

（2018年7月末～2023年6月末）

（単位：％）
当ファンド 日本株 先進国株 新興国株 日本国債 先進国債 新興国債

最大値 6.3 42.1 59.8 62.7 5.4 7.9 18.5
最小値 △ 8.5 △ 16.0 △ 12.4 △ 19.4 △ 5.5 △ 6.1 △ 9.4
平均値 △ 0.6 6.0 14.5 5.3 △ 0.4 2.8 2.3

（注）全ての資産クラスが当ファンドの投資対象とは限りません。
（注）2018年7月から2023年6月の5年間の各月末における直近１年間の騰落率の最大値・最小値・平均値を表示したものであり、騰落率

は決算日に対応した数値とは異なります。
（注）当ファンドは分配金再投資基準価額の騰落率です。

《各資産クラスの指数》
日 本 株：TOPIX（東証株価指数）（配当込み）
先進国株：MSCIコクサイ指数（配当込み、円ベース）
新興国株：MSCIエマージング・マーケット・インデックス（配当込み、円ベース）
日本国債：NOMURA－BPI（国債）
先進国債：FTSE世界国債インデックス（除く日本、円ベース）
新興国債：JPモルガン・ガバメント・ボンド・インデックス�－�エマージング・マーケッツ・グローバル・ディバーシファイド（円ベース）

※各指数についての説明は、最終ページの「代表的な資産クラスとの騰落率の比較に用いた指数について」をご参照ください。

（注）海外の指数は、為替ヘッジなしによる投資を想定して、円換算しています。
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当ファンドのデータ
組入資産の内容 � （2023年7月24日現在）

○組入上位ファンド
銘 柄 名 第9期末

％
東京海上・円建て投資適格債券マザーファンド 69.9
ＴＭＡ日本ＲＥＩＴマザーファンド 15.0
東京海上・高配当低ボラティリティ日本株マザーファンド 14.8

組入銘柄数 3銘柄
（注）比率は純資産総額に対する割合です。
（注）組入銘柄に関する詳細な情報等につきましては、運用報告書（全体版）に記載しています。

○資産別配分

親投資信託受益証券
99.8％

親投資信託受益証券
99.8％

その他
0.2％

○国別配分

日本
99.8％
日本
99.8％

その他
0.2％

○通貨別配分

円
99.8％
円
99.8％

その他
0.2％

（注）比率は純資産総額に対する割合です。資産の状況等によっては合計が100％とならない場合があります。
（注）その他にはコール・ローン等を含む場合があります。
（注）国別配分につきましては発行国を表示しています。

純資産等

項 目
第9期末

2023年7月24日
純資産総額 186,804,780,851円
受益権総口数 175,648,916,149口
1万口当たり基準価額 10,635円
＊期中における追加設定元本額は9,252,396,297円、同解約元本額は44,604,000,656円です。

東京海上・円建て投資適格債券マザーファンド

（円）

11,800
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2021/10 2021/12 2022/2 2022/4 2022/6 2022/8

（2021年9月25日～2022年9月26日）
【基準価額の推移】 【１万口当たりの費用明細】

（2021年９月25日～2022年９月26日）

該当事項はありません。

【組入上位10銘柄】
（2022年９月26日現在）

銘柄名 業種/種別等 通貨 国（地域） 比率
％

1 第１５回株式会社デンソー無担保社債 普通社債券（含む投資法人債券） 円 日本 0.2
2 第９回テルモ株式会社無担保社債 普通社債券（含む投資法人債券） 円 日本 0.2
3 第１４回株式会社ブリヂストン無担保社債 普通社債券（含む投資法人債券） 円 日本 0.2
4 第３回大塚ホールディングス株式会社無担保社債 普通社債券（含む投資法人債券） 円 日本 0.2
5 第１６回三井住友トラスト・ホールディングス無担保社債（劣後）普通社債券（含む投資法人債券） 円 日本 0.2
6 第３３回株式会社三菱ケミカルホールディングス無担保社債 普通社債券（含む投資法人債券） 円 日本 0.2
7 第１６回武田薬品工業株式会社無担保社債 普通社債券（含む投資法人債券） 円 日本 0.2
8 第５３回京成電鉄株式会社無担保社債 普通社債券（含む投資法人債券） 円 日本 0.2
9 第４３回京浜急行電鉄株式会社無担保社債 普通社債券（含む投資法人債券） 円 日本 0.2
１0 第５2回東京瓦斯株式会社無担保社債 普通社債券（含む投資法人債券） 円 日本 0.2

組入銘柄数 １,１５0銘柄
（注）比率は純資産総額に対する割合です。
（注）組入銘柄に関する詳細な情報等につきましては、運用報告書（全体版）に記載しています。
（注）国（地域）につきましては発行国を表示しています。

【資産別配分】

国内債券
99.1％
国内債券
99.1％

その他
0.9％

【国別配分】

日本
99.1％
日本
99.1％

その他
0.9％

【通貨別配分】

円
99.1％
円
99.1％

その他
0.9％

（注）比率は純資産総額に対する割合です。資産の状況等によっては合計が100％とならない場合があります。
（注）その他にはコール・ローン等を含む場合があります。
（注）国別配分につきましては発行国を表示しています。
※当マザーファンドの計算期間における運用経過の説明は運用報告書（全体版）をご参照ください。

交付_90049_636027_20220926_東京海上・円建て投資適格債券マザーファンド_933019.indd   1 2022/10/24   9:56:03
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組入上位ファンドの概要
東京海上・円建て投資適格債券マザーファンド

（円）
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2021/10 2021/12 2022/2 2022/4 2022/6 2022/8

（2021年9月25日～2022年9月26日）
【基準価額の推移】 【１万口当たりの費用明細】

（2021年９月25日～2022年９月26日）

該当事項はありません。

【組入上位10銘柄】
（2022年９月26日現在）

銘柄名 業種/種別等 通貨 国（地域） 比率
％

1 第１５回株式会社デンソー無担保社債 普通社債券（含む投資法人債券） 円 日本 0.2
2 第９回テルモ株式会社無担保社債 普通社債券（含む投資法人債券） 円 日本 0.2
3 第１４回株式会社ブリヂストン無担保社債 普通社債券（含む投資法人債券） 円 日本 0.2
4 第３回大塚ホールディングス株式会社無担保社債 普通社債券（含む投資法人債券） 円 日本 0.2
5 第１６回三井住友トラスト・ホールディングス無担保社債（劣後）普通社債券（含む投資法人債券） 円 日本 0.2
6 第３３回株式会社三菱ケミカルホールディングス無担保社債 普通社債券（含む投資法人債券） 円 日本 0.2
7 第１６回武田薬品工業株式会社無担保社債 普通社債券（含む投資法人債券） 円 日本 0.2
8 第５３回京成電鉄株式会社無担保社債 普通社債券（含む投資法人債券） 円 日本 0.2
9 第４３回京浜急行電鉄株式会社無担保社債 普通社債券（含む投資法人債券） 円 日本 0.2
１0 第５2回東京瓦斯株式会社無担保社債 普通社債券（含む投資法人債券） 円 日本 0.2

組入銘柄数 １,１５0銘柄
（注）比率は純資産総額に対する割合です。
（注）組入銘柄に関する詳細な情報等につきましては、運用報告書（全体版）に記載しています。
（注）国（地域）につきましては発行国を表示しています。

【資産別配分】

国内債券
99.1％
国内債券
99.1％

その他
0.9％

【国別配分】

日本
99.1％
日本
99.1％

その他
0.9％

【通貨別配分】

円
99.1％
円
99.1％

その他
0.9％

（注）比率は純資産総額に対する割合です。資産の状況等によっては合計が100％とならない場合があります。
（注）その他にはコール・ローン等を含む場合があります。
（注）国別配分につきましては発行国を表示しています。
※当マザーファンドの計算期間における運用経過の説明は運用報告書（全体版）をご参照ください。
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ＴＭＡ日本ＲＥＩＴマザーファンド

（円）
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2022/8 2022/10 2022/12 2023/2 2023/4 2023/6

（2022年7月12日～2023年7月10日）
【基準価額の推移】 【１万口当たりの費用明細】

（2022年７月12日～2023年７月10日）

項 目 当 期
金 額 比 率

円 ％
（a） 売 買 委 託 手 数 料 82 0.271
（ 投 資 信 託 証 券 ） （82） （0.271）

合 計 82 0.271
期中の平均基準価額は、30,131円です。

（注）上記項目の概要につきましては運用報告書（全体版）をご参照ください。
（注）各金額は項目ごとに円未満を四捨五入しています。
（注）各比率は１万口当たりのそれぞれの費用金額（円未満の端数を含む）を期

中の平均基準価額で除して100を乗じたものです。

【組入上位10銘柄】
（2023年７月10日現在）

銘柄名 業種/種別等 通貨 国（地域） 比率
％

1 日本都市ファンド投資法人 投資証券 円 日本 6.3
2 ＧＬＰ投資法人 投資証券 円 日本 6.3
3 日本プロロジスリート投資法人 投資証券 円 日本 5.5
4 オリックス不動産投資法人 投資証券 円 日本 5.0
5 インヴィンシブル投資法人 投資証券 円 日本 4.7
6 ジャパン・ホテル・リート投資法人 投資証券 円 日本 4.7
7 大和ハウスリート投資法人 投資証券 円 日本 4.7
8 野村不動産マスターファンド投資法人 投資証券 円 日本 4.1
9 ジャパンリアルエステイト投資法人 投資証券 円 日本 4.0
10 ユナイテッド・アーバン投資法人 投資証券 円 日本 3.8

組入銘柄数 51銘柄
（注）比率は純資産総額に対する割合です。
（注）組入銘柄に関する詳細な情報等につきましては、運用報告書（全体版）に記載しています。
（注）国（地域）につきましては発行国を表示しています。

【資産別配分】

国内投資証券
95.8％

国内投資証券
95.8％

その他
4.2％

【国別配分】

日本
95.8％
日本
95.8％

その他
4.2％

【通貨別配分】

円
95.8％
円
95.8％

その他
4.2％

（注）比率は純資産総額に対する割合です。資産の状況等によっては合計が100％とならない場合があります。
（注）その他にはコール・ローン等を含む場合があります。
（注）国別配分につきましては発行国を表示しています。
※当マザーファンドの計算期間における運用経過の説明は運用報告書（全体版）をご参照ください。
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東京海上・高配当低ボラティリティ日本株マザーファンド

（円）
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（2022年5月31日～2023年5月29日）
【基準価額の推移】 【１万口当たりの費用明細】

（2022年5月31日～2023年5月29日）

項 目 当 期
金 額 比 率

円 ％
（a） 売 買 委 託 手 数 料 1 0.005
（ 株 　 式 ） （1） （0.005）

合 計 1 0.005
期中の平均基準価額は、28,181円です。

（注）上記項目の概要につきましては運用報告書（全体版）をご参照ください。
（注）各金額は項目ごとに円未満を四捨五入しています。
（注）各比率は１万口当たりのそれぞれの費用金額（円未満の端数を含む）を期

中の平均基準価額で除して100を乗じたものです。

【組入上位10銘柄】
（2023年5月29日現在）

銘柄名 業種/種別等 通貨 国（地域） 比率
％

1 キヤノン 電気機器 円 日本 2.1
2 京セラ 電気機器 円 日本 2.1
3 大阪瓦斯 電気・ガス業 円 日本 2.0
4 トヨタ自動車 輸送用機器 円 日本 2.0
5 ヒロセ電機 電気機器 円 日本 2.0
6 日本電信電話 情報・通信業 円 日本 2.0
7 ＫＤＤＩ 情報・通信業 円 日本 2.0
8 ユニ・チャーム 化学 円 日本 1.9
9 東武鉄道 陸運業 円 日本 1.8
10 ライオン 化学 円 日本 1.7

組入銘柄数 152銘柄
（注）比率は純資産総額に対する割合です。
（注）組入銘柄に関する詳細な情報等につきましては、運用報告書（全体版）に記載しています。
（注）国（地域）につきましては発行国を表示しています。

【資産別配分】

国内株式
98.0％
国内株式
98.0％

その他
2.0％

【国別配分】

日本
98.0％
日本
98.0％

その他
2.0％

【通貨別配分】

円
98.0％
円
98.0％

その他
2.0％

（注）比率は純資産総額に対する割合です。資産の状況等によっては合計が100％とならない場合があります。
（注）その他にはコール・ローン等を含む場合があります。
（注）国別配分につきましては発行国を表示しています。
※当マザーファンドの計算期間における運用経過の説明は運用報告書（全体版）をご参照ください。
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ＴＭＡ日本ＲＥＩＴマザーファンド

（円）
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2022/8 2022/10 2022/12 2023/2 2023/4 2023/6

（2022年7月12日～2023年7月10日）
【基準価額の推移】 【１万口当たりの費用明細】

（2022年７月12日～2023年７月10日）

項 目 当 期
金 額 比 率

円 ％
（a） 売 買 委 託 手 数 料 82 0.271
（ 投 資 信 託 証 券 ） （82） （0.271）

合 計 82 0.271
期中の平均基準価額は、30,131円です。

（注）上記項目の概要につきましては運用報告書（全体版）をご参照ください。
（注）各金額は項目ごとに円未満を四捨五入しています。
（注）各比率は１万口当たりのそれぞれの費用金額（円未満の端数を含む）を期

中の平均基準価額で除して100を乗じたものです。

【組入上位10銘柄】
（2023年７月10日現在）

銘柄名 業種/種別等 通貨 国（地域） 比率
％

1 日本都市ファンド投資法人 投資証券 円 日本 6.3
2 ＧＬＰ投資法人 投資証券 円 日本 6.3
3 日本プロロジスリート投資法人 投資証券 円 日本 5.5
4 オリックス不動産投資法人 投資証券 円 日本 5.0
5 インヴィンシブル投資法人 投資証券 円 日本 4.7
6 ジャパン・ホテル・リート投資法人 投資証券 円 日本 4.7
7 大和ハウスリート投資法人 投資証券 円 日本 4.7
8 野村不動産マスターファンド投資法人 投資証券 円 日本 4.1
9 ジャパンリアルエステイト投資法人 投資証券 円 日本 4.0
10 ユナイテッド・アーバン投資法人 投資証券 円 日本 3.8

組入銘柄数 51銘柄
（注）比率は純資産総額に対する割合です。
（注）組入銘柄に関する詳細な情報等につきましては、運用報告書（全体版）に記載しています。
（注）国（地域）につきましては発行国を表示しています。

【資産別配分】

国内投資証券
95.8％

国内投資証券
95.8％

その他
4.2％

【国別配分】

日本
95.8％
日本
95.8％

その他
4.2％

【通貨別配分】

円
95.8％
円
95.8％

その他
4.2％

（注）比率は純資産総額に対する割合です。資産の状況等によっては合計が100％とならない場合があります。
（注）その他にはコール・ローン等を含む場合があります。
（注）国別配分につきましては発行国を表示しています。
※当マザーファンドの計算期間における運用経過の説明は運用報告書（全体版）をご参照ください。
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東京海上・高配当低ボラティリティ日本株マザーファンド

（円）
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2022/6 2022/8 2022/10 2022/12 2023/2 2023/4

（2022年5月31日～2023年5月29日）
【基準価額の推移】 【１万口当たりの費用明細】

（2022年5月31日～2023年5月29日）

項 目 当 期
金 額 比 率

円 ％
（a） 売 買 委 託 手 数 料 1 0.005
（ 株 　 式 ） （1） （0.005）

合 計 1 0.005
期中の平均基準価額は、28,181円です。

（注）上記項目の概要につきましては運用報告書（全体版）をご参照ください。
（注）各金額は項目ごとに円未満を四捨五入しています。
（注）各比率は１万口当たりのそれぞれの費用金額（円未満の端数を含む）を期

中の平均基準価額で除して100を乗じたものです。

【組入上位10銘柄】
（2023年5月29日現在）

銘柄名 業種/種別等 通貨 国（地域） 比率
％

1 キヤノン 電気機器 円 日本 2.1
2 京セラ 電気機器 円 日本 2.1
3 大阪瓦斯 電気・ガス業 円 日本 2.0
4 トヨタ自動車 輸送用機器 円 日本 2.0
5 ヒロセ電機 電気機器 円 日本 2.0
6 日本電信電話 情報・通信業 円 日本 2.0
7 ＫＤＤＩ 情報・通信業 円 日本 2.0
8 ユニ・チャーム 化学 円 日本 1.9
9 東武鉄道 陸運業 円 日本 1.8
10 ライオン 化学 円 日本 1.7

組入銘柄数 152銘柄
（注）比率は純資産総額に対する割合です。
（注）組入銘柄に関する詳細な情報等につきましては、運用報告書（全体版）に記載しています。
（注）国（地域）につきましては発行国を表示しています。

【資産別配分】

国内株式
98.0％
国内株式
98.0％

その他
2.0％

【国別配分】

日本
98.0％
日本
98.0％

その他
2.0％

【通貨別配分】

円
98.0％
円
98.0％

その他
2.0％

（注）比率は純資産総額に対する割合です。資産の状況等によっては合計が100％とならない場合があります。
（注）その他にはコール・ローン等を含む場合があります。
（注）国別配分につきましては発行国を表示しています。
※当マザーファンドの計算期間における運用経過の説明は運用報告書（全体版）をご参照ください。
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＜代表的な資産クラスとの騰落率の比較に用いた指数について＞

○TOPIX（東証株価指数）（配当込み）
TOPIXの指数値およびTOPIXにかかる標章または商標は、株式会社ＪＰＸ総研または株式会社ＪＰＸ総研の関連
会社（以下、ＪＰＸ）の知的財産であり、指数の算出、指数値の公表、利用等TOPIXに関するすべての権利・ノウ
ハウおよびTOPIXにかかる標章または商標に関するすべての権利はＪＰＸが有します。
ＪＰＸは、TOPIXの指数値の算出または公表の誤謬、遅延または中断に対し、責任を負いません。ファンドは、
ＪＰＸにより提供、保証または販売されるものではなく、ファンドの設定、販売および販売促進活動に起因するい
かなる損害に対してもＪＰＸは責任を負いません。

○MSCIコクサイ指数（配当込み、円ベース）
MSCIコクサイ指数の著作権、知的財産権その他一切の権利はMSCI社に帰属します。また、MSCI社は同指数の内
容を変更する権利および公表を停止する権利を有しています。MSCI社の許諾なしにインデックスの一部または全部
を複製、頒布、使用等することは禁じられています。MSCI社はファンドとは関係なく、ファンドから生じるいかな
る責任も負いません。

○MSCIエマージング・マーケット・インデックス（配当込み、円ベース）
MSCIエマージング・マーケット・インデックスの著作権、知的財産権その他一切の権利はMSCI社に帰属します。
また、MSCI社は同指数の内容を変更する権利および公表を停止する権利を有しています。MSCI社の許諾なしにイ
ンデックスの一部または全部を複製、頒布、使用等することは禁じられています。MSCI社はファンドとは関係なく、
ファンドから生じるいかなる責任も負いません。

○NOMURA－BPI（国債）
NOMURA－BPI（国債）に関する著作権、商標権、知的財産権その他一切の権利は、野村フィデューシャリー・リ
サーチ＆コンサルティング株式会社に帰属します。

○FTSE世界国債インデックス（除く日本、円ベース）
FTSE世界国債インデックスは、情報提供のみを目的としており、FTSE�Fixed�Income�LLCは、当該データの正確
性および完全性を保証せず、またデータの誤謬、脱漏または遅延につき何ら責任を負いません。このインデックス
に対する著作権等の知的財産その他一切の権利はFTSE�Fixed�Income�LLCに帰属します。

○JPモルガン・ガバメント・ボンド・インデックス－エマージング・マーケッツ・グローバル・ディバーシファイド（円ベース）
JPモルガン・ガバメント・ボンド・インデックス－エマージング・マーケッツ・グローバル・ディバーシファイド
に関する著作権、知的財産権その他一切の権利は、J.P.�Morgan�Securities�LLCに帰属します。

東京海上アセットマネジメント
YouTube公式チャンネル

ファンド・マーケット関連動画などを公開しています。
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